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Ⅰ． 人口ビジョンの位置付け、対象期間 

（１）人口ビジョンの位置付け 

大分市人口ビジョンは、「まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年 11 月 28 日法律第

136 号）」に基づき、大分市総合戦略を策定するに当たり、本市における人口の現状を

分析し、将来を展望するものです。「まち・ひと・しごと創生」の実現に向けた重要な

基礎となるものと位置付けます。 

また、この人口ビジョンは、本市の最上位計画である新総合計画の策定に当たって、

これからのまちづくりの方向性を明らかにするための前提となります。 

 

 

（２）対象期間 

 大分市人口ビジョンの対象期間は、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（平

成 26年 12月 27日閣議決定）」の期間を踏まえ、2060（平成 72）年とします。 
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Ⅱ． 大分市の人口の現状分析 

（１）人口の推移と世帯数・一世帯当たりの世帯人員の推移 

  本市の人口は僅かではあるものの、年々増え続けています。しかしながら、国立社

会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）の推計によると、2015（平成 27）

年をピークに人口減少に転じるものと見込まれています。 

  世帯数は、人口が微増傾向のなか増え続けていますが、一世帯当たりの世帯人員は

減少傾向にあります。 

 

                          （大分市「住民基本台帳各年 9 月末」） 

 

 

 （大分市「住民基本台帳各年 9 月末」） 
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1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2014

65歳以上 25,844 31,767 39,743 50,569 63,165 81,479 95,843 112,192

15～64歳 242,504 263,850 282,375 299,682 302,431 310,820 306,279 294,123

15歳未満 92,033 94,446 85,066 76,475 70,579 68,878 67,997 67,497

（注）人口総数は年齢「不詳」を含むため、年齢３区分別人口の合計と一致しない。構成比は年齢「不詳」を除いている

（２）年齢 3区分別人口の推移 

  本市の老年人口（65 歳以上）は増加傾向にあり、2010（平成 22）年には高齢化率

が 20%を超えています。一方、年少人口（15歳未満）は減少傾向にあり、2000 年代

前半には、年少人口が老年人口を下回りました。今後も、老年人口は増加することが

見込まれます。 

  また、生産年齢人口（15歳～64歳）をみると、増加し続けていたものの、2010（平

成 22）年には減少に転じています。 

 

年齢 3区分別人口の推移（大分市） 

 

（総務省統計局「国勢調査」） 

※2015年については大分市「住民基本台帳 9 月末」 

（注）人口総数は年齢「不詳」を含むため、年齢 3区分別人口の合計と一致しない。 

（年齢 3区分別人口は年齢「不詳」を除く） 
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区分 1967年 1972年 1977年 1982年 1987年 1992年 1997年 2002年 2007年 2012年 2014年

出生数（人） 4,482 6,194 6,319 5,574 5,071 4,457 4,593 4,433 4,488 4,445 4,401

死亡数（人） 1,477 1,637 1,670 1,691 1,983 2,195 2,421 2,727 3,197 3,899 4,080
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転入者

転出者

年

人

区分 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

転入者（人） 18,357 17,462 18,088 17,693 17,712 15,945 16,009 15,663 15,558 14,857

転出者（人） 17,745 16,919 16,943 16,718 16,719 15,922 15,376 15,185 14,951 15,128

（３）人口動態 

  本市の自然動態について、出生数は 1973（昭和 48）年をピークに減少し続けてい

ましたが、1989（平成元）年頃から、ほぼ横ばいの状態となり、2006（平成 18）年

以降は毎年約 4,500 人となっています。死亡数は年々増加傾向にありますが、まだ、

出生数が死亡数を上回っているため、自然増となっています。今後も死亡数の増加が

見込まれます。 

  一方、社会動態について、最近では転入超過が続いていましたが、2014（平成 26）

年に転出超過（271 人）となっており、社会動態は減少に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大分市「大分市統計年鑑」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （大分県「大分県の人口推計」［年報］） 
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市 町 村 人 数 割 合 市 町 村 人 数 割 合 市 町 村 人 数 割 合 市 町 村 人 数 割 合 市 町 村 人 数 割 合

転 出 4,426 別府市 939 21.2% 由布市 564 12.7% 佐伯市 376 8.5% 豊後大野市 351 7.9% 中津市 350 7.9%

転 入 5,683 別府市 1,212 21.3% 佐伯市 631 11.1% 由布市 606 10.7% 豊後大野市 486 8.6% 臼杵市 453 8.0%

（大分県「大分県の人口推計」【年報】平成26年版）

○主な転出入先別県内転出入者数

属 性 総 数

第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位

 本市の大分県内における転出入者の状況について、転出、転入ともに、別府市が最も

多い状況となっています。周辺自治体を中心に、大分市内への転入者が大分市からの転

出者を上回っています。 

 一方、大分県外における転出入者の状況については、転出、転入ともに、福岡県が最

も多い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1市町村当たりの転入または転出の人口が 300人を超える市町村。 

※青矢印は転入超過で、線の太さがその大きさを表す。 

大分市と大分県内市町村との人口移動の状況 
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都道府県 人 数 割 合 都道府県 人 数 割 合 都道府県 人 数 割 合 都道府県 人 数 割 合 都道府県 人 数 割 合

転 出 10,623 福 岡 県 2,911 27.4% 東 京 都 1,102 10.4% 熊 本 県 613 5.8% 国 外 581 5.5% 神奈川県 503 4.7%

転 入 9,097 福 岡 県 2,411 26.5% 東 京 都 677 7.4% 熊 本 県 567 6.2% 宮 崎 県 557 6.1% 国 外 491 5.4%

（大分県「大分県の人口推計」【年報】平成26年版）

○主な転出入先別県外転出入者数

総 数

第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位

属 性

※赤矢印は転出超過、青矢印は転入超過で、線の太さがその大きさを表す。 

※1都道府県当たりの転入または転出の人口が 300人を超える都道府県。 

大分市と大分県外との人口移動の状況 



- 7 - 

 

人数 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

60歳以上 107 174 245 131 249

50～59歳 -22 -21 -22 78 -84

40～49歳 -58 83 -5 68 -21

30～39歳 322 329 135 284 194

25～29歳 79 47 232 232 -41

20～24歳 -498 -253 -293 -327 -468

15～19歳 104 99 22 37 -57

15歳未満 -11 175 164 104 -43
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方
が
多
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転
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の
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が
多
い

年齢階級別の人口移動の状況（大分市）

（４）年齢階級別の人口移動の状況 

  近年の年齢階級別の人口移動をみると、転入者では 30～39歳が多くなっています。 

  一方、転出者では、新規大卒者が就職する年齢である区分の 20～24歳が最も多く

なっており、2014（平成 26）年では、転出者 15,128 人のうち、20～24歳の転出者は

2,877人と全体の 19.0%を占めています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       （大分県「大分県の人口推計」［年報］） 
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（５）出生数及び合計特殊出生率の推移 

 本市の出生数は、2006（平成 18）年以降毎年約 4,500人となっており、ほぼ横ばい

で推移しています。また、本市の合計特殊出生率は、2005（平成 17）年の 1.33 以降上

昇傾向にあり、2013（平成 25）年は 1.59 となっています。 

 なお、本市の合計特殊出生率は、1991（平成 3）年以降、全国の合計特殊出生率より

高い水準で推移する一方、大分県の合計特殊出生率より低い水準で推移していましたが、

2013（平成 25）年に大分県の合計特殊出生率を上回っています。 

 

 

 

                     （大分市「大分市統計年鑑」、厚生労働省「人口動態統計」） 

※2013年の市の合計特殊出生率は大分市保健所保健総務課で算出 

※合計特殊出生率とは、15歳から 49歳までの女子の年齢別出生率を合計したもので、1人の女子が仮にその年次の年齢

別出生率で一生の間に産むとしたときの子どもの数に相当します。 
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出生数（大分市） 合計特殊出生率（全国） 合計特殊出生率（大分県） 合計特殊出生率（大分市）

属性 1965 1975 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2013

合計特殊

出生率(国) 2.14 1.91 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.43

合計特殊

出生率(大分県) 2.07 1.93 1.78 1.58 1.55 1.51 1.40 1.56 1.56

合計特殊

出生率(大分市) 1.48 1.46 1.48 1.33 1.51 1.59

出生数(人)

（大分市） 4,373 6,362 5,322 4,243 4,548 4,720 4,249 4,596 4,552

※1985年以前の合計特殊出生率（大分市）については、該当するデータなし
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（６）婚姻数・婚姻率と離婚数・離婚率の推移 

  本市の婚姻数は、2011（平成 23）年に一時的に減少に転じましたが、その後、増

加傾向にあります。婚姻率も 2010（平成 22）年以前と比較すると低くなっています

が、全国や大分県と比較すると、一貫して高い傾向にあります。 

  本市の離婚数は、2011（平成 23）年まで減少傾向にありましたが、2012（平成 24）

年に増加に転じています。 

 
（大分市「大分市統計年鑑」、厚生労働省「人口動態統計」） 

※婚姻率とは、婚姻数を人口で除して 1,000をかけたもの（人口 1,000人当たりの婚姻件数として表わされる） 

 

（大分市「大分市統計年鑑」、厚生労働省「人口動態統計」） 

※離婚率とは、離婚数を人口で除して 1,000をかけたもの（人口 1,000人当たりの離婚件数として表わされる） 
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（７）未婚率の推移 

  本市の年齢 5歳階級別未婚率は、2005（平成 17）年と 2010（平成 22）年を比較す

ると、男性も女性もともに 20 歳代は若干下降しており、30 歳代は上昇しています。

最も上昇が大きいのは、男性では 35～39歳で、4.2 ポイント上昇し、女性では 30～

34歳で、2.9ポイント上昇しています。 

  男性も女性も 30 歳代の未婚率は、上昇傾向にあります。 

 

 

 

 

総務省統計局「国勢調査」 
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1990年 1995年 2000年 2005年 2010年

大分市・男性 77.00 77.80 78.80 79.66 80.54 

大分県・男性 75.98 76.83 77.91 78.99 80.06 

大分市・女性 82.50 84.10 85.00 86.06 86.94 

大分県・女性 82.08 83.61 84.69 86.06 86.91 
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

大分市 男性(歳) 78.52 78.76 78.87 78.86 78.94

大分県 男性(歳) 77.83 78.11 78.19 78.22 78.30
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

大分市 女性(歳) 83.31 83.58 83.58 83.53 83.70

大分県 女性(歳) 83.15 83.37 83.35 83.33 83.46
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83.40
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83.60

83.70

83.80

お達者年齢の推移（女性）

（８）平均寿命と健康寿命（お達者年齢） 

  本市の平均寿命は年々延びており、2010（平成 22）年の平均寿命は、男性が 80.54

年、女性が 86.94 年となっています。 

  一方、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間である健康寿

命（お達者年齢）は、2011（平成 23）年では、男性が 78.94 年、女性が 83.70年と

なっています。 

 

平均寿命の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       大分県の平均寿命は厚生労働省「都道府県生命表」   
                      大分市の平均寿命は「大分県健康指標計算システム」により算出 

 

お達者年齢の推移 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 
大分県・大分市のお達者年齢は「大分県健康指標計算システム」により算出 

 

※健康寿命（お達者年齢）とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと 
お達者年齢とは、国の「健康寿命」と区別するため、大分県が独自に算出する「健康寿命」のことで、介護保険制度
による「要介護 2以上に認定されていなければ、健康とする」と定義している。 

 2013（平成 25）年の健康寿命（国算出）  全国値  男性 71.19年  女性 74.21年 
                     大分県  男性 71.56年  女性 75.01年 
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5,507 

49,202 

159,872 

2005(平成17)年国勢調査

第1次産業

第2次産業

第3次産業

4,071 

49,459 

155,304 

2010(平成22)年国勢調査

第1次産業

第2次産業

第3次産業

（９）産業別就業者 

  本市の産業別就業者数は、第 3次産業の就業者が最も多くなっています。2005（平

成 17）年と 2010（平成 22）年の国勢調査を比較してみると、第 2 次産業の就業者は

0.5%の増加、第 3 次産業の就業者は 2.8%の減少とほぼ変わらないなか、第 1次産業

の就業者は 26.1%の減少とかなり落ち込んでいます。 

  産業大分類別就業者数をみると、卸売・小売業が最も多くなっています。続いて、

製造業と医療・福祉が多くなる構成となっています。 

 

（大分市産業別就業者数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（産業大分類別就業者数） 

 

 総務省統計局「国勢調査」 
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Ⅲ． 大分市の将来人口の推計 

（１）総人口・年齢 3区分別人口の推計 

  2010（平成 22）年国勢調査を基本に、2013（平成 25）年 3月発表の社人研の数値

を用い、将来人口を推計しています。 

  また、社人研の推計によると、このままの状況で人口が推移していけば、2010（平

成 22）年から 2040（平成 52）年までの 30 年間で、本市の総人口は約 3.6 万人、生

産年齢人口（15歳～64歳）は約 6.5 万人減少すると予測されています。一方、老年

人口（65 歳以上）は約 5.3 万人増加し、高齢化率は 34%に達すると予測されています。 

 

 

 

 

  

21%
18%

16% 15% 14% 14%
13% 12% 11% 11% 11%

69% 70%
69% 67%

66%

62%
59% 58% 58% 57% 55%

10%
12%

15%
18%

20%

25%
28%

29% 31% 32%
34%
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1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

年少人口

(15歳未満)

生産年齢人口

(15～64歳)

老年人口

(65歳以上)
年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合

実績値 推計値

万人

年

43.0 44.7 45.4 46.2
47.4 47.747.8

47.2 46.3
45.2

43.8

※2010（平成22）年まで総務省統計局「国勢調査」（2015（平成27）年以降は国立社会保障・人口問題研究所推計）

2000（平成12）年以前の人口は、旧佐賀関町、野津原町の人口を含む
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（２）人口ピラミッドの推移 

  本市の総人口の減少や少子高齢化の進展に伴い、年少人口（15歳未満）を含む若

い世代の人口が減少し、本市の人口ピラミッドは、「壺型」に向かっていくものと考

えられます。 

 

 

 

 
※2010(平成 22)年の総人口は総務省統計局「国勢調査」 

※2040(平成 52)年の総人口は国立社会保障・人口問題研究所推計 

2010（平成22）年の人口ピラミッド

20 10 0 10 20
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5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
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55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

男(千人)

女(千人)

2040（平成52）年の人口ピラミッド

20 10 0 10 20
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10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

男(千人)

女(千人)
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大分
▲6.5%
（▲13,222人）

稙田
▲16.4%
（▲14,180人）

明野
9.1%
（1,932人）

鶴崎
▲12.8%
（▲9,550人）

大在
20.8%
（5,675人）

坂ノ市
9.1%
（1,615人）

佐賀関
▲43.0%
（▲4,450人）

大南
▲8.7％
（▲2,424人）

野津原
▲25.2%
（▲1,094人）

凡例
人口増減率（平成２２年～平成５２年）

▲20％以上
0％以上▲20％未満
0％以上20％未満
20％以上

（３）地域別の人口推移 

  本市の総人口の減少に伴い、佐賀関地区（▲4,450 人 ▲43%）、野津原地区（▲1,094

人 ▲25.2%）においては、減少割合が特に大きくなるものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2040（平成 52）年の総人口は国立社会保障・人口問題研究所推計。地域別人口については社会増減の補正を行い推計。 

  

大分
204,272人
70.6㎢

稙田
86,681人
49.3㎢

明野
21,123人
3.7㎢

鶴崎
74,630人
54.3㎢

大在
27,267人
13.0㎢

坂ノ市
17,668人
49.1㎢

佐賀関
10,347人
49.5㎢

大南
27,762人
121.2㎢

野津原
4,344人
90.6㎢

凡例
人口総数（平成２２年）

0～ 10,000
10,001～ 50,000
50,001～100,000
100,001～250,000

2010（平成 22）年の人口分布 

人口増減 2010（平成 22）年 

⇒2040（平成 52）年 
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地域別の人口推移《大分地区》 

2010（平成 22）年の大分地区の人口は、20.4 万人で市の総人口の約 43.0%を占めて

います。2040（平成 52）年の人口は、19.1 万人まで減少する見込みで、減少率は約 6.5%

となります。 

 
 

地域別の人口推移《鶴崎地区》 

2010（平成 22）年の鶴崎地区の人口は、7.5 万人で市の総人口の約 15.8%を占めてい

ます。2040（平成 52）年の人口は、6.5万人まで減少する見込みで、減少率は約 12.8%

となります。 
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地域別の人口推移《大南地区》 

2010（平成 22）年の大南地区の人口は、2.8 万人で市の総人口の約 5.9%を占めてい

ます。2040（平成 52）年の人口は、2.5 万人まで減少する見込みで、減少率は約 8.7%

となります。 

 

 

地域別の人口推移《稙田地区》 

2010（平成 22）年の稙田地区の人口は、8.7万人で市の総人口の約 18.3%を占めてい

ます。2040（平成 52）年の人口は、7.3万人まで減少する見込みで、減少率は約 16.4%

となります。 
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地域別の人口推移《大在地区》 

2010（平成 22）年の大在地区の人口は、2.7 万人で市の総人口の約 5.7%を占めてい

ます。2040（平成 52）年の人口は、3.3万人に増加する見込みで、増加率は約 20.8%と

なります。 

 

 

地域別の人口推移《坂ノ市地区》 

2010（平成 22）年の坂ノ市地区の人口は、1.8 万人で市の総人口の約 3.8%を占めて

います。2040（平成 52）年の人口は、1.9 万人に増加する見込みで、増加率は約 9.1%

となります。 
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地域別の人口推移《佐賀関地区》 

2010（平成 22）年の佐賀関地区の人口は、1.0 万人で市の総人口の約 2.1%を占めて

います。2040（平成 52）年の人口は、0.6 万人まで減少する見込みで、減少率は約 43.0%

となります。 

 

 

地域別の人口推移《野津原地区》 

2010（平成 22）年の野津原地区の人口は、0.4 万人で市の総人口の約 0.8%を占めて

います。2040（平成 52）年の人口は、0.3 万人まで減少する見込みで、減少率は約 25.2%

となります。 
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地域別の人口推移《明野地区》 

現在（2010 年）は老年人口の割合が低水準ですが、30 年後は老年人口の割合が 40.2%

と市全体（34.0%）より大きくなり、今後急速に高齢化が進むことが予想されます。 
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Ⅳ． 目指すべき将来の方向 

（１）基本的視点 

  人口減少への対応は、次の二つの方向性が考えられます。一つは、国の長期ビジョ

ンが指摘するように、出生者数を増加させることにより人口減少に歯止めをかけ、将

来的に人口構造そのものを変えていくことにつなげるものです。もう一つは、首都圏

への転出者の抑制、地方への転入者の増加について政策誘導を図るものであり、この

二つの対応を同時並行的、相乗的に進めていくことが、人口減少に歯止めをかけ、人

口増加に転じさせていく上で大変重要となります。 

  こうしたことから、自然増と社会増の両面から人口減少問題に取り組み、2060（平

成 72）年までの人口減少カーブをできる限り緩やかにしていきます。 

 

 

（２）人口の将来展望 

  自然増では、市民の結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現を図り、合計特殊出生

率の向上につなげます。また、社会増に向けては、転出の抑制と転入の促進を図りま

す。 

 

  国においては、2030（平成 42）年までに合計特殊出生率を 1.8 程度、2040（平成

52）年には人口置換水準である 2.07 程度まで回復した場合、2060（平成 72）年には

人口 1億人程度を確保し、長期的には 9,000 万人程度でおおむね安定的に推移するも

のと推計しています。 

 

  一方、大分県においては、2030（平成 42）年までに合計特殊出生率を 2.0程度、

2040（平成 52）年には 2.3 程度まで高めるとしています。 

また、国が東京圏からの地方への転出を毎年 4万人増加させるとともに、地方から

東京圏への転入を毎年 6万人減少させることにより、2020（平成 32）年までに東京

圏と地方の流出入の増減均衡を図ることを目標とするなか、大分県では、地域を活性

化する施策等を通じて、社人研が想定している社会増減に毎年 1,000 人程度（国目標

の 1%）の上乗せが図られるとしています。 

  自然増対策と社会増対策に取り組めば、大分県は 2060（平成 72）年には人口が約

96万人となり、その後上昇に転じ、2100 年（今世紀末）には、100万人近くにまで

回復していくとしています。 
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  本市においては、国や大分県の将来展望を勘案するなか、県都大分市としての責任

を果たすため、自然増については、結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現に向けた

取組のさらなる充実を図ることにより、2030（平成 42）年までに合計特殊出生率を

2.0程度まで高め、2040（平成 52）年には 2.3程度まで高めることとします。 

  また、社会増については、今後も東京圏を中心とした大都市への人口流出が懸念さ

れることから、大分県全体を鑑みるなか、大分県外から、特に東京圏を中心とした大

都市からの転入者を増やすことを目指していきます。 

  このように自然増対策と社会増対策に取り組むことにより、人口減少に歯止めがか

かり、2060（平成 72）年の本市の人口は、45.0 万人となります。 

 

 

 

  

大分市が目指す将来展望 

       2060（平成 72）年 人口 45 万人程度 

 

人口置換水準とは、長期的に人口が増えも減りもせずに一定となる出生の水準 

（日本の合計特殊出生率の人口置換水準は、おおむね 2.07となっています） 
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2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 西暦

人口

2024(平成36)年

(総合計画)基本構想期間

477,900人 合計特殊出生率1.77

2024（平成36）年

472,700人

2040(平成52)年

470,000人 合計特殊出生率2.30

2060(平成72)年

450,000人 合計特殊出生率2.30

2040(平成52)年

438,000人 合計特殊出生率1.45

2060(平成72)年

371,000人 合計特殊出生率1.45

2012(平成24)年

477,208人(9月末) 合計特殊出生率1.51

2019(平成31)年

(総合計画)基本構想期間

478,100人 合計特殊出生率1.62

2019（平成31）年

477,200人

大分市の人口の将来推計 

  大分市が目指す将来展望 

 社人研推計に準拠 


